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１．研究計画の概要 
 冷戦崩壊後のアジア経済危機を克服した
東南アジア諸国は今、グローバルなビジネ
ス・ネットワークやイデオロギー・ネットワ
ークの展開・拡大により急速な社会・政治・
経済変容を遂げている。本研究は、こうした
ネットワークの東南アジアの地方政治への
影響を分析し、政治体制の違いを超えて地方
政治が同質化しつつあるのかどうかを検証
することを目的とする。そのために、本研究
では若手、中堅研究者を中心メンバーとし、
調査対象地域に造詣が深く、優れた研究成果
を出し続けている海外共同研究者に積極的
に参加してもらう体制を作り上げた。研究参
加者を四つに分けた。一つ目は、東南アジア
各国の首都圏の「地方」政治を分析する首都
圏政治班、二つ目は、プランテーションが卓
越する地域での地方政治を分析するエネル
ギー作物班、三つ目は、国境付近の地域の地
方政治を分析する国境地帯班、最後にこうし
た三班の分析をまとめ上げる総括班である。
各班が共同調査を行って、最終成果を仕上げ
ることにしている。 
 
２．研究の進捗状況 
 この 3 年間は、基本的には年度初めに会合
を持った後、6 月以降、共同調査を行ってき
た。首都圏政治班については、初年度にマニ
ラ、二年度目にジャカルタで共同調査を行っ
た。また、そうした成果をふまえて、インド
ネシアのイスラームに関する英語の編著本
を出版することが出来た。次に、エネルギー
作物班については、アブラヤシ・プランテー
ションの拡大がとりわけ東南アジアで急展
開していることから、アブラヤシ研究会を立
ち上げて、ほぼ毎月、研究会を実施してきた。

また、国際ワークショップも二回開催し、昨
年 8月には別の科研メンバーとも一緒になっ
て共同調査も実施した。一方、国境地帯班に
ついては、国境地帯での調査がそれほど容易
でないこともあり、進んでおらず、今後の進
展も難しい見込みである。昨年 12 月には、
アジア拠点事業ともあわせる形で、国際ワー
クショップを開催して、首都の「地方」政治
に関するセッション、アブラヤシ農園地帯の
政治経済学に関するセッション、辺境地帯の
地方政治に関するセッションを行った。この
ワークショップでは、各自の研究状況の進展
について発表した上で、最終的な方向性につ
いても議論を深めることができた。 
 こうした議論を通じて、我々が重要だと認
識しているのは、グローバル化、地方分権化
による大きな社会変動により、東南アジアの
地方レベルで新しい政治経済アクター、或い
は新しい政治スタイルを活用する政治アク
ターが台頭してきていることである。タイ、
フィリピン、インドネシアでは、地方分権化
が進展して地方首長の権限が拡大したこと
で、彼らはグローバル化、情報化の時代の中
で獲得した新しい政治経済的リソース、情報
を武器にして新しい権力掌握・維持のスタイ
ルを作り上げてきている。今後はこの点につ
いて重点的に調査をしていきたい。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 研究の進捗状況からも分かるように、首都
圏政治班、エネルギー作物班については、予
想以上に共同調査も行えており、また研究も
進んでいる。一方、国境地帯班については調
査が困難であることもあって、進んでいない。 
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４．今後の研究の推進方策 
 平成 23年度は最終年度にあたることから、
首都圏政治班については、タイの首都である
バンコクでの共同調査を終えた後、年度後半
に国際学会で 1セッションを持って研究成果
を発表する予定である。それをふまえて、『東
南アジア研究』に特集号を組めればと考えて
いる。また、エネルギー作物班については、
7 月に国際ワークショップを開催する予定で
ある。それをふまえて、日本人研究者による
アブラヤシ・プランテーションに関する政治
についての出版物を作り上げていきたいと
考えている。 
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